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筑波大学農林技術研究　原稿作成要領
Tsukuba Journal of Agriculture and Forestry

1 . 文書作成ソフトウェア入力
（1） A4版用紙に上下左右各35mmの余白をとり、原則としてMSワードで原稿を作成する。
（2） 和文原稿の場合は 1 ページ21行、 1 行22文字（全角）で作成する。フォントの種類はMS明朝、

フォントサイズは10.5ポイントとする。
（3） 英文原稿の場合は１ページ21行で作成する。フォントの種類はTimes New Roman、フォント

サイズは10.5ポイントとする。
（4） 和文原稿は原則として全角の書体を用いる句読点は全角の“、 。；：”などを使用する。句

点に“．”を使用しない。カタカナ、“・？～％”も全角とする。但し、アルファベット、数
字、／は半角とする。

（5） 英文原稿は原則として半角の書体を用いる。
（6） 和文原稿にあっても“（）｢｣”は半角を使用する。
（7） 原稿には各ページ下中央部にページ番号を付すとともに、ページごとに行番号をつける。

2 . 原稿の記載順序
（1） 和文原稿の場合

a．研究論文、技術報告および資料
表題、著者名、所属、郵便番号、住所、要旨、キーワード、緒言、材料および方法、結果、
考察、謝辞、引用文献、英文表題、著者名（ローマ字）、Institution、 Address、Zip code、
Country、Abstract、Key words、表、図

b．総説
表題、著者名、所属、郵便番号、住所、要旨、キーワード、本文、引用文献、表、図

（2） 英文原稿の場合
a．研究論文、技術報告および資料 （Original article、Technical report、Reference）

Title、Names of author（s）、Institution、Address、Zip code、Country、Abstract、 Key words、
Introduction、Materials and Methods、Results、Discussion、 Acknowledgements、References
和文表題、著者名、所属、郵便番号、住所、要旨、キーワード、
Tables Figures

b．総説（Review article）
Title、Names of authors、Institution、Address、Zip code、Country、Abstract、Key words、
Body of the article、References、Tables、Figures

3 . 表題、著者名、所属
（1） 表題として連報は認めない。
（2） Titleは前置詞、冠詞、接続詞以外は大文字で始める。
（3） 著者名のCorresponding authorには右肩に＊を付す。なお、単著者の場合も＊を付す。
（4） Names of author（s） の記載はFirst name は先頭の文字のみを大文字とし、Family name は全文字

を大文字とする。
（5） 所属機関名は略記しない。著者の所属機関が複数の場合は全著者の右肩に 1 、2 を付け、所属

を記入する。日本以外の機関に所属する著者は国名も記入する。
（6） 著者名の記載されているページの脚注にCorresponding authorの所属、住所、電子メールアド

レスを記入する。
4 . 要旨、キーワード

（1） 要旨は改行しない。また、図表や文献を引用しない。和文の場合は400字以内、英文の場合
は250語以内とする。

（2） キーワードは 6 語以内とし、和文では五十音順、英文ではアルファベット順とする。
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（3） Key words に記載する単語はいずれも大文字で始める。
5 . 用語

（1） 学術用語以外は原則として常用漢字を使用し、平易、簡潔な文章とする。暦年は西暦で記載
する。

（2） 図、表に統一し、第＊図、第＊表としない。写真は図とする。
（3） 物質名は原則として塩酸、エタノールのように名称を記入し、化学式で記載しない。
（4） 略字、略号を用いるときは、最初にそれが出てくる場所で、例えば“個体群成長速度（CGR）”、

のように正式名称とともに記入する。
（5） 数字は原則としてアラビア数字を用いる、但し、一部分、二三の例のような熟語には漢字を

使用する。また、“1,000”のように位取りの“,”は使用しない。
（6） 表示単位は原則としてSI単位を使用する。
（7） 本文中の項目細別記号は、1、2、3、･･･；（1）、（2）、（3）、･･･；a、b、c、･･･；（a）、（b）、（c）、

･･･の順に使用する。
（8） 学名のうち、属名および種名はイタリック体とし、命名者名やvar.などの語はローマン体と

する。
6 . 引用文献

（1） 記載順序は筆頭著者の姓のアルファベット順とする。同一筆頭著者のものは年次順とする。
同一筆頭著者で同一年次のものは年次の後にa、bなどを付す。

（2） 引用文献リストの頭に番号はつけない。
（3） 和文文献では姓と名の間を空けない。英語文献では姓以外はイニシャルとする。同一著者、

同一表題が続くときでも略さない。
（4） 雑誌名は略さず記入する。
（5） 本文中の文献引用形式は、例えば著者が 2 名までは、筑波・茨城（1995）、Tsukuba and Ibaraki 

（1995）、 3 名以上は（筑波ら 1998）、Ibarakiら（2000a）のように記載する。

引用文献記載例
（雑誌）

藤川智紀、高松利恵子、中村真人、宮崎 毅 （2007） 農地から大気への二酸化炭素ガス発生量の変動
性とその評価．日本土壌肥料学雑誌 78:487－495.

Takahashi W, Vu NC, Kawaguchi S, Minamiyama M and Ninomiya S （2000） Statistical models for prediction 
of dry weight and nitrogen accumulation based on visible and near-infrared hyper-spectral reflectance of rice 
canopies. Plant Production Science 3:377-386.

（書籍）
天野洋司 （1994） 日本の土壌. 松坂泰明、栗原淳 （監修）、土壌・植物栄養・環境事典.
博友社、 東京. pp 52-57.
Simmonds NW and Smart J. （1999） Principles of crop improvement. Second edition.
Blackwell Science, Oxford. pp27-35.

（オンライン）
南 泰 明（2006） シ ク ラ メ ン 開 花 に 及 ぼ す 植 物 ホ ル モ ン の 効 果. 開 花 調 節, DOI 10.  

1012/s011200550058. （参照 2012年 7 月27日）
Vain P （2007） Thirty years of plant transformation technology development. Plant Biotechnology Journal, 

DOI: 10.1111/j.1467-7652.2006.00225. （Accessed July 3, 2012）

7 . 図表
（1） 図表は別紙とし、A4版用紙 1 枚に一つの図もしくは表を、用紙の中央に配置する。
（2） 図表は原則として統計処理に関する記述を含むこととする。
（3） 和文の場合、図表の表題、図の軸の説明は和文とする。
（4） 図の縦軸の見だしは軸に沿って下から上に横書きとする。
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（5） 図の表題は図の下、中央部に記し、その下に注を記載する。
（6） 表の表題は表の上、中央部に記し、注は表の下に記載する。
（7） 図の原図は軸の見出し、凡例を含めて直ちに製版できるように作成する。なお、図を囲む枠

は使用しない。
（8） 表は横線のみを使用し、縦線は使用しない。
（9） 図表は本文中に入れない。本文における挿入位置は原稿右欄外に指定する。

8 . 脚注
（1） 著者名と図表の注に使用する記号は半角の上つき文字、“*、**、1、2”とし、“ x、y、z ”は

使用しない。
（2） 統計的有意差を示す記号は原則として“a、b、c、･･･”を使用し、脚注には用いた検定方法

および棄却水準を明記する。
9 . 提出用電子ファイル

（1） 論文が受理された場合、完成原稿 1 部を「筑波大学農林技術研究」編集委員会に提出する。
あわせて、原稿および図表のファイルを電子メールに添付して編集委員会に提出する。なお、
これらのファイル容量が 5 MBを越える場合は筆頭著者名、保存ファイル名を明記した電子
媒体に保存したものを提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年 7 月19日制定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年10月 5 日一部改訂




